




















 
第
四
、
労
働
者
の
権
利
を
守
る
た
た
か
い 

 

１ 
東
電
思
想
差
別
事
件
解
決
の
意
義
と
要
因 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

星 

山 

輝 

男 

 

一
、
全
面
一
括
勝
利
解
決 

 
 

昨
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
一
二
月
二
五
目
、
東
京
高
裁
第
九
民
事

部
で
、
東
電
思
想
差
別
事
件
の
当
事 

者
一
六
五
名
に
関
す
る
全
面

一
括
和
解
が
成
立
し
た
。
青
水
裁
判
長
が
和
解
条
項
を
読
み
上
げ
、

双
方
代
理
人
に
異
議
の
か
い
こ
と
を
確
認
し
、
「
解
決
の
た
め
に
尽

く
さ
れ
た
方
々
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
」
と
発
言
さ
れ
た
瞬

間
、
法
廷
は
喜
び
と
安
堵
の
雰
囲
気
で
満
た
さ
れ
、
自
然
発
生
的
に

拍
手
が
起
こ
っ
た
。 

 
 

一
九
七
六
年
一
〇
月
一
三
日
に
提
訴
以
来
、
実
に
一
九
年
二
カ 

月
・
二
週
間
と
い
う
長
い
厳
し
い
闘
い
の
勝
利
の
瞬
間
で
あ
っ
た
。 

和
解
内
容
の
概
要
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。 

 
 

１ 

在
職
原
告
一
三
一
名
に
つ
い
て
、
職
級
、
職
位
、
資
格
、 

 
 

賃
金
の
是
正
措
置
を
行
な
う
。 

 
 

２ 

五
地
裁
の
仮
執
行
金
三
億
四
千
万
円
の
ほ
か
、
別
途
解
決 

 
 

金
を
支
払
う
。 

 
 

３ 

在
職
原
告
ら
の
処
遇
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
公 

 
 

平
に
扱
う 

 
 

長
い
闘
い
で
は
あ
っ
た
が
、
全
体
的
に
見
れ
ば
、
五
つ
の
地
裁 

勝
利
判
決
の
趣
旨
を
十
分
に
活
か
し
た
、
か
な
り
高
水
準
の
勝
利 

的
解
決
と
評
価
さ
れ
よ
う
。 

   

 

二
、
勝
利
解
決
の
意
義 

  
 

１ 

資
本
金
六
、
七
〇
四
億
円
、
従
業
員
四
万
四
千
人
、
経
常 

 
 

利
益
が
年
に
数
千
億
円
、
経
団
連
の
幹
部
常
連
企
業
、
そ
し 

 
 

て
日
本
独
占
資
本
の
中
枢
の
巨
大
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
で
あ
る 

 
 

東
電
に
、
真
向
か
ら
憲
法
論
争
を
挑
み
、
憲
法
違
反
の
反
共 

 
 

労
務
政
策
に
基
づ
く
思
想
差
別
を
事
実
上
認
め
さ
せ
、
そ
の 

 
 

是
正
と
将
来
に
わ
た
る
公
平
処
遇
を
確
約
さ
せ
た
意
義(

憲
法 

 
 

一
四
、
一
九
条)

は
計
り 

知
れ
な
い
ほ
ど
大
き
い
。 

 
 

２ 

原
告
ら
が
所
属
す
る｢

連
合｣

の
東
電
労
組
が
、
こ
の
訴
訟 

 
 

提
起
を｢

反
組
織
活
動｣

と
妨
害
す
る
中
で
、
法
治
国
家
に
お 

 
 

け
る｢

裁
判
を
受
け
る
権
利｣

(

憲
法
三
二
条)

を
行
使
し
、
一 

 
 

都
五
県
の
地
方
裁
判
所
で
、
堂
々
と
法
廷
闘
争
を
闘
い
、
五 

 
 

つ
の
県(

群
馬
・
山
梨
・
長
野
・
千
葉
・
神
奈
川)

の
地
裁
で
、 

 
 

歴
史
に
残
る
判
決
を
勝
ち
取
っ
た
憲
法
上
・
法
律
上(

労
基
法 

 
 

三
条)

の
意
義
も
誠
に
大
き
い
。 

 
 

３ 

大
企
業
が
我
が
物
顔
に
振
舞
い
、｢

労
働
者
が
何
を
言
っ
て 

 
 

も
、
泣
く
子
と
大
企
業
に
は
勝
て
な
い
！｣

と
い
う
一
種
の
あ 

 
 

き
ら
め
ム
ー
ド
が
支
配
的
な
日
本
で
、
正
し
く
闘
え
ば
権
利 

 
 

は
実
現
で
き
る
と
い
う
実
例
を
付
け
加
え
、
加
え
て
原
告
ら 

 
 

は｢
こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る
自
由
及
び 

権
利
は
、
国 

 
 

民
の
不
断
の
努
力
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な 



 
 

ら
な
い｣

(

憲
法
一
二
条)

と
い
う
国
民
の
義
務
を
見
事
に
実 

 
 

践
で
示
し
た
の
で
あ
る
。 

 
 

４ 
現
在
で
も
、
日
本
の
大
企
業
の
中
に
は
、
不
当
な
思
想
差 

 
 

別
で
苦
し
ん
で
い
る
労
働
者
が
数
多
く
い
る
。
今
度
の
東
電 

 
 

事
件
の
解
決
は
、
そ
う
し
た
大
企
業
の
使
用
者
に
対
し
て
は
、 

 
 

｢

思
想
差
別
は
高
く
つ
く｣

と
い
う
一
種
の
警
告
に
な
り
、
予 

 
 

防
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
し
、
思
想
差
別
で
苦
し
ん
で 

 
 

い
る
労
働
者
に
は｢

ど
う
し
て
も
差
別
を
続
け
る
な
ら
闘
っ 

 
 

て
是
正
さ
せ
る｣
と
い
う
勇
気
を
与
え
た
と
言
え
よ
う
。
と 

 
 

り
わ
け
、
同
じ
電
力
で
思
想
差
別
を
闘
っ
て
い
る
、
中
部
電 

 
 

力
・
関
西
電
力
の
労
働
者
に
は｢

勝
利
は
近
い!｣

と
い
う
強
い 

 
 

確
信
を
与
え
た
に
違
い
な
い
。 

  
 

 

三

、

勝
利
の
要
因 

  
 

 

思
想
差
別
の
是
正
を
求
め
て
法
廷
闘
争
に
立
ち
上
が
り
、 

 
 

 

そ
し
て
多
く
の
犠
牲
を
払
っ
て
最
後
ま
で
権
利
の
た
め
に 

 
 

 

闘
い
ぬ
い
た
一
六
五
名
の
勇
気
と
粘
り
の
あ
る
原
告
と
そ 

 
 

 

れ
を
陰
で
支
え
た
家
族
の
存
在
で
あ
る
。 

 
 

 
 

次
に
、
最
高
裁
の
司
法
官
僚
に
よ
る
厳
し
い
司
法
統
制
の 

 
 

 

も
と
で
、
し
か
も
東
電
と
い
う
大
企
業
が
被
告
で
あ
る
事
件 

 
 

 

で
、
事
実(

巨
大
な
賃
金
差
別
・
酷
い
反
共
労
務
政
策)

を
し 

 
 

 

っ
か
り
見
据
え
、
憲
法
と
法
律
そ
し
て
裁
判
官
の
良
心
に
従 

 
 

 

っ
て(

憲
法
七
六
条
三
項)

、
五
つ
の
原
告
勝
利
の
判
決
を
下 

 
 

 

し
て
く
れ
た
多
く
の
裁
判
官
の
存
在
で
あ
る
。 

 
 

 
 

更
に
、
こ
う
し
た
原
告
と
家
族
を
励
ま
し
、
裁
判
所
に
正 

 
 

 

し
い
判
決
を
出
す
勇
気
を
与
え
、
東
電
を
し
て
解
決
に
踏
み 

 
 

 

切
ら
せ
る
世
論
を
作
っ
た
目
本
全
国
の
多
く
の
支
援
者
の 

 
 

存
在
で
あ
る
。 

 
 

 

と
こ
ろ
で
神
奈
川
は
、
東
電
の
反
共
労
務
政
策
の
最
大
の
拠 

 
 

点
で
、
且
つ
一
番
多
く
の
原
告
を
擁
し
、
東
電
に
対
す
る
社
会 

 
 

的
包
囲
の
運
動
も
最
も
活
発
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
の
優
れ
た 

 
 

(

東
電
の
賃
金
差
別
を｢

故
意｣

と
断
定
し､

不
当
な｢

あ
ら
さ
が 

 
 

し｣

を
一
蹴
し
た
等)

勝
利
判
決(

一
九
九
四･ 

一
一
・
一
五)

 

 
 

が
、
本
件
事
件
の
解
決
の
決
定
打
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
の 

 
 

な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

 

最
高
裁
の
、
賃
金
差
別
事
件
に
関
す
る｢

会
同
路
線｣

の
存
在 

 
 

す
る
中
で
、
横
浜
地
裁
で
高
い
水
準
の
勝
利
判
決
が
勝
ち
取
れ 

 
 

た
原
因
を
三
点
だ
け
挙
げ
て
お
こ
う
。 

 
 

 
(

１)

第
一
は
、
賃
金
差
別
の
酷
さ
の
立
証
の
成
功
で
あ
る
。 

 
 

同
期
同
学
歴
者
に
比
べ
て
年
間
数
百
万
円
と
い
う
賃
金
格
差 

 
 

の
巨
大
さ
は
決
定
的
で
あ
っ
た
。 

 
 

 

な
お
、
訴
訟
手
続
今
上
は
、
七
回
の
請
求
拡
張
を
行
な
い
裁 

 
 

判
所
に
格
差
の
巨
大
さ
を
理
解
さ
せ
た
こ
と
は
正
し
か
っ
た 

 
 

と
考
え
る
。
そ
し
て
、
同
期
同
学
歴
者
と
の
大
き
な
賃
金
格
差 

 
 

を
、
膨
大
な
実
能
調
査
を
武
器
に
、
会
社
に
認
め
さ
せ
た
の
は 

 
 

神
奈
川
が
最
初
で
あ
っ
た
。 

 
(

２)

第
二
は
、
神
奈
川
で
の
、
何
人
も
争
え
な
い
反
共
労
務
政 

 
 

策
の
激
し
さ
の
立
証
の
成
功
で
あ
る
。 

 
 

 

昭
和
六
三
年
一
二
月
に
、
甲
府
地
裁
に
乙
号
証
と
し
て
出 

 
 

さ
れ
た
反
共
自
白
文
書
〔
生
産
阻
害 

者
対
策
の
実
際
等
〕 

 
 

は
、
直
ち
に
甲
号
証
と
し
て
横
浜
地
裁
に
提
出
し
、
各
論
証 

 
 

拠
調
や
弁
論
で
最
大
限
活
用
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
ほ
と 

 
 

ん
ど
が
、
最
も
活
動
家
が
多
く
、
し
た
が
っ
て
職
場
の
運
動 



 
 

 

も
反
共
労
務
政
策
の
実
行
も
、
双
方
の｢

拠
点｣

で
あ
っ
た
神 

 
 

 

奈
川
の
原
告
の
職
場
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。｢

利 

 
 

 
敵
行
為｣

と
も
評
さ
れ
る
、
東
電
に
よ
る
こ
れ
ら
乙
号
証
の 

 
 

 
提
出
は
、｢

棚
か
ら
ぼ
た
餅｣

で
は
決
し
て
な
く
、
提
訴
以
来 

 
 

 

一
二
年
間
の
横
浜
地
裁
を
は
じ
め
と
す
る
原
告
側
の
徹
底 

 
 

 

し
た
反
共
労
務
政
策
の
主
張
・
立
証
の
成
果
で
あ
る
。 

 
 

(

３)

第
三
は
、
神
奈
川
全
体
で
の
司
法
反
動
と
の
闘
い
と
正
し 

 
 

 

く
連
動
し
た
こ
と
で
あ
る
。 

横
浜
地
裁
で
の
法
廷
闘
争
は
、
裁
判
官
の
説
得
を
中
心
に

据
え
な
が
ら
、
必
要
な
時
は
裁
判
所
と
も
激
し
く
論
争
し

た
。
昭
和
六
〇
年
の
、
各
論
に
入
る
前
の
裁
判
長
忌
避
も

そ
の
一
つ
で
あ
る
。 

 
 

四
、
検
討
す
べ
き
若
干
の
問
題 

 
 

１ 

法
廷
闘
争
の
短
縮
の
問
題 

 
 

 
 

勝
訴
ま
で
に
一
八
年
を
要
し
た
が
、
約
一
〇
年
に
及
ん
だ 

 
 

 
 

｢

総
論｣

は
も
っ
と
短
縮
で
き
な
か
っ
た 
か
と
い
う
問 

 
 

 
 

題
か
あ
る
。｢

総
論
で
勝
ち
、
被
告
の
不
当
な
あ
ら
探
し 

 
 

 
 

の
各
論
立
証
は
許
さ
な
い
！｣

と
い
う
方
針
が
あ
っ
た
と 

 
 

 
 

は
い
え
、
も
っ
と
短
縮
は
可
能
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な 

 
 

 
 

い
。 

 
 

 
 

し
か
し
、
横
浜
地
裁
七
民
で
五
一
人
の
各
論
を
七
年
間
で 

 
 

 
 

や
り
切
っ
た
点
は(

年
一
〇
回
、
一
〇
時
か
ら
五
時
ま
で 

 
 

 
 

全
一
日
、｢

集
中
審
理
・
集
中
証
拠
調｣

の
具
体
的
な
実
践 

 
 

 

例
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

２ 

弁
護
団
の
結
集
の
問
題 

 
 

 

一
一
三
回
に
及
ん
だ
困
難
な
長
期
裁
判
と
は
い
え
、
常
任
弁 

 
 

 

護
士
の
結
集
に
は
、
い
く
つ
か
の
反
省
す
べ
き
点
が
あ 

 

 
 

 

ろ
う
。 

  
 

３ 

三
者(

原
告
・
弁
護
団
・
支
援
共
闘)

の
団
結
の
問
題 

 

 
 

 
 

｢

争
議
の
解
決
は
運
動
で
や
る
か
ら
、
司
法
反
動
の
下
で
は
判 

 

決
は
一
つ
も
取
ら
な
い
方
針
で
行
く
。
弁
護
士
が
支
援
共
闘 

 

 

に
断
わ
り
も
な
く
、
裁
判
官
に
事
件
の
進
行
に
関
し
て
面
会 

 

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い｣

｢

弁
護
団
の
役
割
は
、
法
廷
闘
争 

 

で
の
主
張
・
立
証
が
主
で
あ
り
、
会
社
と
の
解
決
交
渉
に
は 

 

弁
護
団
は
関
与
し
な
い
ほ
う
が
良
い｣

｢

全
て
を
最
後
に
決
め 

 

る
の
は
、
解
決
に
責
任
を
持
つ
支
援
共
闘
で
あ
る｣

と
い
う
主 

 

張
が
、
一
部
で
強
く
主
張
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
今
後
の
権 

 

利
闘
争
の
発
展
、
若
手
の
団
員
の
労
働
事
件
へ
の
参
加
意
欲 

 

に
も
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
論
点
で
あ
ろ
う
。 

 
 

 

し
か
し
、
こ
う
し
た
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
あ
っ
た
に
せ 

 
 

よ
、
先
に
述
べ
た
東
電
事
件
の
勝
利
解
決
の
巨
大
な
意
義
自 

 
 

体
は
い
さ
さ
か
も
減
殺
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
訴
状
の
作
成 

 
 

か
ら
全
面
一
括
解
決
ま
で
関
与
し
た
弁
護
団
の
一
員
と
し
て
、 

 
 

そ
れ
だ
け
は
自
信
を
持
っ
て
断
言
で
き
る
。 
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